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1.　パイ アステ ープ はえりぐり, そでぐ'0, その他縫

いし ろの始末に用い られ るこ とが多い。 バイ アステープ

ののびが足 りない ために，つれ たり， また逆にのばし す

ぎ たた めに，幅が 不平均 になったりす るこ とがあ る。そ

こでバイア ステ ープ ののび と幅 の関係 につい て実験をお

こなった。

2.　実験材料　木綿，絹， キュプ ラ， アセテートなど

10種および市販品 のテ ープ ４種　計14種類

実験項目

①　各種試料 の破断仲度

③　各試長の30～25% まで のばし10 分間放 置後 ののび

と回復状態

③　各試長 の30～25% まで のばし,  1 時 間放置後のの

び と回復状 態

④　各試長の30 ～25% まで のばし， アイ ロンかけ後の

のび と回復状態

⑤　各試料に水気をあ たえ試長 の30～25% まで のばし

アイ ロンかけ後 ののび と回 復状 態

3.　③は ⑧に くらべ， のび の約15% 内 外回復が悪 かっ

た。

④ と③は回復率 には大差 なかった。

⑤は各試料 ともほ とんど回復が認 められ なかった。

幅は のび状態に よりも との幅 の50～70% 程度 であ った。


